
    

エレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクス分野分野分野分野    製品製品製品製品カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー別業績別業績別業績別業績（監査対象外）    
  

 12月31日に終了した３ヵ月間  （単位：億円）

売上高売上高売上高売上高およびおよびおよびおよび営業収入営業収入営業収入営業収入    2003 2004200420042004     増減 
        オーディオ         
外部顧客に対するもの  \ 2,196      \\\\    1,8401,8401,8401,840     △16.2％
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 22  0000      
計 2,218  1,8401,8401,8401,840     △17.0 

         ビデオ         
外部顧客に対するもの 3,107  3,2973,2973,2973,297     ＋6.1 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 33  35353535      
計 3,140  3,3323,3323,3323,332     ＋6.1 

         テレビ         
外部顧客に対するもの 3,064  3,1843,1843,1843,184     ＋3.9 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 0  30303030      
計 3,064  3,2143,2143,2143,214     ＋4.9 

         情報・通信         
外部顧客に対するもの 2,315  2,1812,1812,1812,181     △5.8 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 18  19191919      
計 2,333  2,2002,2002,2002,200     △5.7 

         半導体         
外部顧客に対するもの 695  538538538538     △22.6 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 707  1,0131,0131,0131,013      
計 1,402  1,5511,5511,5511,551     + 10.6 

         コンポーネント         
外部顧客に対するもの 1,699  1,6471,6471,6471,647     △3.0 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 446  354354354354      
計 2,145  2,0012,0012,0012,001     △6.7 

         その他         
外部顧客に対するもの 1,722  1,7001,7001,7001,700     △1.3 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 541  586586586586      
計 2,263  2,2862,2862,2862,286     + 1.0 

         カテゴリー間取引消去 (1,321)  (1,316)(1,316)(1,316)(1,316)       
合計  \ 15,244      \\\\    15,10815,10815,10815,108     △0.9％

 
営業利益営業利益営業利益営業利益（（（（損失損失損失損失））））    2003 2004200420042004     増減 

        オーディオ  \ 171      \\\\    88888888        △48.3％
ビデオ 312  241241241241     △22.9 
テレビ 272  68686868     △74.8 
情報・通信 8  53535353     ＋565.5 
半導体 165  (14)(14)(14)(14)      ― 
コンポーネント 159  51515151     △67.9 
その他 147          146        146        146        146      △0.8 
小計 1,234  633633633633     △48.6 
         配賦不能費用控除・カテゴリー間取引消去 (118)  (35)(35)(35)(35)      ― 
構造改革費用 (472) (104)(104)(104)(104)      ―
合計  \ 644      \\\\    494494494494     △23.3％

 
 
（注） 
１． 上記の情報は、「ビジネス別セグメント情報」におけるエレクトロニクス分野の売上高および営業収入・営業利益（損失）

の内訳です。ソニーの経営者はエレクトロニクス事業を単一のオペレーティングセグメントとして意思決定を行っています
が、上記の情報は、当該セグメントを理解する上で有益なものであると考えています。なお、ソニーはエレクトロニクス分
野の製品部門区分を一部見直しました。これにともない、過去の実績は新区分に合わせて再表示されています。（「2004 年
度第３四半期 連結業績のお知らせ」ページ財－11、注記４、５、６参照） 

２． 2004 年度第２四半期より、本社費用の配賦ルールを変更しました。これにともない、2003 年度第３四半期の実績も組み替え
再表示されています。 

３． 2003 年度の「その他」のカテゴリー間取引およびセグメント間取引には、主としてゲーム分野に対する売上が含まれてい
ます。 

４． 「売上高および営業収入」における「外部顧客に対するもの」以外の金額情報は、米国会計原則にもとづいて開示している
ものではありません。製品カテゴリー別の「営業利益（損失）」には、エレクトロニクス分野全体における費用の配賦計算
（為替予約実現損益を含む）が反映されています。この費用の配賦計算は、米国会計原則にもとづいて行っているものでは
ありませんが、業績情報を提供するにあたって合理的なものであるとソニーは考えています。 



    

エレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクスエレクトロニクス分野分野分野分野    製品製品製品製品カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー別業績別業績別業績別業績（監査対象外）    
  

 12月31日に終了した９ヵ月間  （単位：億円）

売上高売上高売上高売上高およびおよびおよびおよび営業収入営業収入営業収入営業収入    2003 2004200420042004     増減 
        オーディオ         
外部顧客に対するもの  \ 5,434      \\\\    4,6544,6544,6544,654     △14.4％
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 58  3333      
計 5,492  4,6574,6574,6574,657     △15.2 

         ビデオ         
外部顧客に対するもの 7,517  8,2688,2688,2688,268     ＋10.0 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 45  78787878      
計 7,562  8,3468,3468,3468,346     ＋10.4 

         テレビ         
外部顧客に対するもの 7,102  7,3457,3457,3457,345     ＋3.4 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 38  54545454      
計 7,140  7,3997,3997,3997,399     ＋3.6 

         情報・通信         
外部顧客に対するもの 6,259  5,7385,7385,7385,738     △8.3 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 52  52525252      
計 6,311  5,7905,7905,7905,790     △8.2 

         半導体         
外部顧客に対するもの 1,871  1,9571,9571,9571,957     ＋4.6 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 1,875  2,3712,3712,3712,371      
計 3,746  4,3284,3284,3284,328     ＋15.5 

         コンポーネント         
外部顧客に対するもの 4,643  4,7684,7684,7684,768     ＋2.7 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 1,293  958958958958      
計 5,936  5,7265,7265,7265,726     △3.5 

      その他      
外部顧客に対するもの 4,321  4,5184,5184,5184,518     ＋4.5 
カテゴリー間取引およびセグメント間取引 2,164  1,0961,0961,0961,096      
計 6,485  5,6145,6145,6145,614     △13.4 

         カテゴリー間取引消去 (3,723)  (3,367)(3,367)(3,367)(3,367)       
合計  \ 38,949      \\\\    38,49338,49338,49338,493     △1.2％

 
営業利益営業利益営業利益営業利益（（（（損失損失損失損失））））    2003 2004200420042004     増減 

        オーディオ  \ 306      \\\\    51515151     △83.2％
ビデオ 800  465465465465     △41.9 
テレビ 191  (95)(95)(95)(95)      ― 
情報・通信 (61)  62626262      ― 
半導体 157  66666666     △57.8 
コンポーネント 403  152152152152     △62.4 
その他 276  375375375375     + 35.9 
小計 2,072  1,0761,0761,0761,076     △48.1 
         配賦不能費用控除・カテゴリー間取引消去 (260)  (56)(56)(56)(56)      ― 
構造改革費用 (588) (369)(369)(369)(369)      ―
合計  \ 1,224      \\\\    651651651651     △46.8％

 
 
（注） 
１． 上記の情報は、「ビジネス別セグメント情報」におけるエレクトロニクス分野の売上高および営業収入・営業利益（損失）

の内訳です。ソニーの経営者はエレクトロニクス事業を単一のオペレーティングセグメントとして意思決定を行っています
が、上記の情報は、当該セグメントを理解する上で有益なものであると考えています。なお、ソニーはエレクトロニクス分
野の製品部門区分を一部見直しました。これにともない、過去の実績は新区分に合わせて再表示されています。（「2004 年
度第３四半期 連結業績のお知らせ」ページ財－11、注記４、５、６参照） 

２． 2004年度第２四半期より、本社費用の配賦ルールを変更しました。これにともない、2003年 12月 31日に終了した９ヵ月
間の実績も組み替え再表示されています。 

３． 2003 年度の「その他」のカテゴリー間取引およびセグメント間取引には、主としてゲーム分野に対する売上が含まれてい
ます。 

４． 「売上高および営業収入」における「外部顧客に対するもの」以外の金額情報は、米国会計原則にもとづいて開示している
ものではありません。製品カテゴリー別の「営業利益（損失）」には、エレクトロニクス分野全体における費用の配賦計算
（為替予約実現損益を含む）が反映されています。この費用の配賦計算は、米国会計原則にもとづいて行っているものでは
ありませんが、業績情報を提供するにあたって合理的なものであるとソニーは考えています。 

 
 




